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研究成果の概要（和文）：英国では食品購入を通じて生物多様性保全に貢献している農業を支援する消費者が増
えており，消費者の食品購入行動を農業支援へリンクさせている一方，日本でもエシカル市場に潜在的な可能性
があることがわかった。
　また，農村地域に多数いる生物から保全生物候補52種を選定し，農村で豊かな生物多様性を保全するために
は，それらを指標とした生物多様性保全戦略の策定が必要である。さらに，生物多様性に寄与する農法認証を農
産物へ貼付したり，生物多様性と関係が薄い商品に寄付金を上乗せすることで，生物多様性保全のための資金確
保が可能であることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Our research showed the following two facts; in the UK the consumers have 
increased lately who support agriculture contributing to biodiversity conservation (i.e. 
environmentally-friendly agriculture) through food purchasing, and food purchasing behavior of 
consumers is often linked with support for the agriculture.  This study also revealed that Japan had
 potential to the market for ethical consumption.
   In addition, our team selected 52 species as a candidate for biodiversity index from many kinds 
of species observed in rural areas.  The team concluded that in order to conserve biodiversity in a 
rural area, it was necessary to formulate a biodiversity conservation strategy using the species as 
an indicator.  It is furthermore made clear that we could secure funds for biodiversity conservation
 by displaying a certification of contributing to biodiversity conservation on agricultural products
 or by adding donation on products that are not closely related to biodiversity conservation.

研究分野： 植物医科学，植物保護科学，農業・環境政策

キーワード： エシカル消費　環境保全型農業　生物多様性の保全　農業・環境政策　海外制度調査

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 有機農法をはじめとする環境保全型農業
は，生物多様性の保全にも貢献しており，そ
の役割が改めて注目されている。しかし，日
本の環境保全型農業への支援は欧米諸国に
比べ，十分ではない。さらに昨今の財政難も
あり，生物多様性保全のための新たな予算措
置は極めて困難な状況にある。 
 このような状況下，環境保全型農業をより
一層推進し，生物多様性の保全を更に図るた
めには，従来のような政府からの補助金に過
度に依存する支援策ではなく，市場メカニズ
ムを活用した新たな方法，なかでも人々の消
費行動が生物多様性の保全につながるよう
な仕組みが必要である。 
 生態系から便益を享受する消費者にその
内容や規模に応じた対価を支払ってもらう
ことで，生態系保全による外部経済効果を市
場に内部化する手段である「生態系サービス
への支払い」（ Payment for Ecosystem 
Service：PES）を取り入れた商品もあるが，
市場流通量全体から見ればごく僅かに過ぎ
ず，人々の市場行動を通して社会全体で生物
多様性の保全を図れているとは言い難い。ま
た，「どのような物が」「どのようにして」「ど
の程度」生物多様性の保全に貢献するのか具
体的な情報が消費者に提供されていないこ
とや，商品を生産する農業従事者も「どのよ
うにすれば生物多様性の保全に貢献できる
のか」「どのようにして消費者側に発信すれ
ばよいのか」「どの程度の需要やニーズがあ
るのか」情報が不足している。そのため，日
本では発展途上にある。 
 これに対し，欧米諸国では，自己だけでな
く社会や地球全体まで考慮に入れた「倫理的
に正しい消費」（エシカル消費：Ethical 
Consumption），すなわち，環境や社会に配
慮した工程・流通で製造された商品を選択し，
そうでないものは選択しないことで，環境保
全を含めた社会貢献を行おうという活動や
取り組みが盛んとなっている。 
 我が国でも 2011年 3月 11日の東日本大震
災を機に，「被災地を何らかの形で応援した
い」「社会のために何か役立ちたい」という
想いを抱き，被災地である宮城県三陸地域や
福島県産の商品を積極的に購入・消費するこ
とで当該地域の復興を支援しようという「復
興応援消費」が見られたように，自己の効用
最大化を図るという利己的な消費者だけで
なく，「社会に貢献したい」という利他的な
効用を求める消費者の姿が見られるように
なっている。 
 
２．研究の目的 
 上記のような社会的兆候に関し，食や農と
いう観点から，消費者自らが消費行動を介し
て環境保全型農業の実践者を応援し，消費
者・生産者ともに生物多様性保全をはじめと
する社会貢献を実感できる社会的な制度や
取り組み，ネットワークを構築することで，

補助金に依存しない独立型の環境保全型農
業推進策とその在り方を考えるのが，本研究
の目的である。 
 新たな消費形態として注目されるエシカ
ル消費だが，関連する研究の多くが事例報告
にとどまっており，それを促進する制度やネ
ットワークに関する研究は見当たらない。 
 そこで，（１）エシカル消費の発祥地とさ
れる英国や，ドイツ等におけるエシカル消費
を支える制度や団体，それらの関連性や事例
について詳細な調査を行い，各国制度の特徴
や問題点を明らかにする。その結果を踏まえ，
（２）生産者（環境保全型農業の実践者）と
消費者をリンクさせることに重点を置いた，
我が国に適したエシカル消費促進を通じた
生物多様性保全をはじめとする社会貢献の
制度・ネットワークの姿を提示する。そして，
（３）環境保全型農業やエシカル消費がどの
程度生物多様性の保全等につながるのか，消
費者・生産者に対して証左を提供することを
念頭に，国内の実験地を利用して自然科学的
な見地から明らかにする。最後に，（４）消
費者の購買行動や意思決定に与える影響，さ
らにエシカル消費の促進によって社会経済
全体に及ぶ波及効果などについて，実験・検
証することを課題とする。 
 
３．研究の方法 
 研究期間の前半で海外事例・制度調査を重
点的に実施する。その結果を踏まえ，日本に
おいてエシカル消費を通じた環境保全型農
業の支援促進を図るための制度やネットワ
ーク構築を目指す。 
 具体的には，国内に調査地を設定し，４グ
ループに分かれて相互連携を図りつつ，社会
科学と自然科学の両分野から「調査＋実験・
実証」型の研究を行う。それゆえ，社会科学
と自然科学を専門とする研究者の連携によ
る研究体制を整え，学際的に研究を進める。
その下で，環境保全型農業による農産物を実
際に販売して消費者の購買動向を調査する
社会実験の実施や，エシカル消費が社会にも
たらす波及効果の推計の他，環境保全型農業
の実践に伴う環境保全指標の提案を試みる。 
（１）海外調査 
 農業環境政策およびそれを社会全体で支
える社会的な制度の視点から，欧州諸国にお
けるエシカル消費の実態ならびに関連する
農業環境政策や支援制度について，その具体
的な仕組みや市場規模などについて調査を
行い，我が国におけるエシカル消費を促進す
るための課題を明らかにする。 
（２）国内制度設計 
 国内における各種の農業環境政策におけ
る利点・欠点をレビューしつつ，第１によっ
てもたらされる諸外国の優れたエシカル消
費の事例や制度，さらには第３チームの実
験・調査に基づいた自然科学的知見を踏まえ，
環境保全型農業生産とエシカル消費をリン
クさせた我が国に最適な制度設計を試みる。 



（３）自然科学的検証 
 我が国におけるエシカル消費に対して科
学的な知見やデータを与えることを目的に，
国内に調査地を設定し，環境保全型農業の実
践がどの程度生物多様性の保全につながる
か，環境保全型農業を実践する農家の協力を
得て行う。 
（４）市場調査・実証実験 
 市場におけるエシカル消費の潜在的可能
性を検証するため，環境保全型農業が生物多
様性の保全に貢献するエシカル消費である
ことを明示した農産物を販売する実証実験
を行い，消費者動向を調査する。 
 
４．研究成果 
（１）海外調査 
① 2014 年度は，エシカル消費の発祥地で
ある英国で，推進するための制度や取り組み，
農家や英国生協・非営利団体などに対し，聞
き取り調査を行い，エシカル消費の動向や原
動力となっている要因などを明らかにした。 
② 2015 年は，有機農産物の生産者や認証
団体，大手小売り企業にヒアリング調査を実
施した。その結果，調査対象企業は環境保全
などの付加価値の高い商品構成で市場シェ
アを伸ばしていることを明らかにした。 
③ 2016 年は，英国において食への意識の
高い消費者を増やすための取り組みを調査
した。その結果，以下を明らかにした。 
1) 英国の消費者は，食料の購入に際し，「生
活必需品である食料の入手」以外の価値をよ
り重視するようになっており，その中でエシ
カルな食品の購入が伸びている。 
2) 食品購入を通じて，有機農業，生物多様
性に貢献している農業，動物福祉への取り組
み，地元の農業，中小規模の農場などを支援
しようとする消費者が増えている。 
3) 英国のファーマーズ・マーケットは，有
機農業や環境保全型農業の支援，地元の中小
規模農家支援，食生活の見直し，コミュニテ
ィの再構築，移民などによる小規模のビジネ
ス支援，食育など，様々な役割を果たしてお
り，食品のエシカル消費の伸びを支えている。 
4) 以上のことから，消費者の食品購入行動
を特定の農業支援に結びつけることが可能
になっている。 
 
（２）国内制度設計 
農産物・食品市場における消費者のエシカル
消費に対する認知度や態度と購買行動の関
連性を検証するための消費者アンケートを
実施した結果，次のことが明らかとなった。 
① 日本のエシカル消費の購買要因は環境
配慮・生物多様性の順に重視されている 
② 環境配慮によって得られる便益には，環
境という公的な部分と，食の安全・安心や健
康といった私的な部分とが混在する。とりわ
け生物多様性の保全では，公的な部分に基づ
く購買心理が主に働いている 
③ 公的な部分に起因する購買要因に支え

られているエシカル市場が日本でも広がっ
ており，生物多様性をリンクさせた消費に潜
在的な市場がある 
④ リサイクルを行っているか等の日常的
な環境行動の頻度が，エシカル消費の頻度に
も関係している 
 以上，広報を通じたエシカル消費促進だけ
でなく，エシカル消費を促進するための多角
的な方策の可能性があることが示された。 
 
（３）自然科学的検証 
 研究期間を通じて都市近郊の農村を中心
に，生物調査を実施した。その結果，昆虫類
が多数の種を占め，94 種が確認された。これ
らのうち，農作物や花卉類，樹木などを加害
する有害生物ではなく，眺めて快く楽しく生
活に潤い(QOL)をもたらす昆虫類，天敵など
の有用生物，さらに発生数が多く，植栽管理
によって容易に保全しやすい点などを念頭
に，都市近郊の農村に生息していてほしい昆
虫類 10数種を保全対象候補種として挙げた。 
 都市近郊農地で，候補種を保全するには産
卵・吸蜜・食餌などに有効な関係植物を多数
植栽し，長期的に管理する努力が必要である。 
 ①2014 年度の概要 
農業生産地域の生物多様性保全に関する

調査を実施した。農村に多数生存する優占的
な生物種から鳥類 20種、昆虫・クモ類 15種，
小動物４種，植物 13 種の計 52 種を保全生物
候補例として選定し，農村で豊かな生物多様
性を保全するためには，それらを指標とした
生物多様性戦略を策定することが必要と結
論づけた。 
 ②2015 年度の概要 
農地における鳥類・昆虫類の生息状況につ

いて都市近郊を中心に行い，農地の生物多様
性を調査し，その年次変動と気象要因との関
係について分析を行った。その結果，１月が
高温少雨または春から夏が温暖である年に
生息する昆虫類が多発することを明らかに
した。また，農地周辺や空き地にムギ，ユキ
ヤナギ等を植栽することで生物多様性を向
上させる有用生物の保全法を明らかにした。 
 ③2016 年度の概要 
年間を通じて水田生態系の生態園を観察

し，昆虫類 94 種を確認した。これらの中で，
近隣の農村に生息していてほしい候補種を
まとめた（下表）。農作物や花卉類，樹木な
どを加害する生物でなく，鑑賞して楽しく，
生活に潤い(QOL)をもたらす昆虫類，天敵な
どの有用生物を選定した。 
ジャコウアゲハ アオスジアゲハ 
コムラサキ イチモンジチョウ 
ルリタテハ ムラサキシジミ 
キタキチョウ テントウムシ 
アカネ類 イトトンボ類 
チョウトンボ カマキリ 
ムシヒキアブ  

 
 



（４）市場調査・実証実験 
 政府財源が限られる中，生物多様性保全の
ための資金確保は大きな課題となっている。
この問題に対処するため，大きく２つの調
査・分析を実施した。 
①農産物への生物多様性保全認証の貼付 
生物多様性保全に寄与する農法の認定は，

特に贈答品用の農産加工品で，より付加価値
を高め，生物多様性保全に向けた経済的誘引
を高めることを，静岡の茶草場農法の世界農
業遺産認定マークを事例に明らかにした。 
②生物多様性と関係薄商品への寄付金上乗 
環境意識の高い消費者は，環境保全型農法

で生産された農産物でなくても，環境保全に
貢献する商品を選択的に購入することを，電
力自由化に伴う電力会社変更と料金プラン
を事例に明らかにした。これにより，生物多
様性保全のための基金付き商品の開発は，企
業の販売戦略に有効であるとともに，環境保
全資金の確保にも資することを示した。 
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